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市政だよりは、みなさん

のものです。

市の行事や、市民みなさ

んに協力していただきた

いことなどを掲載してい

ます。早く、よく、家族

みんなで読みましょう。
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市営住宅ができました

‘公営旭町アパート

公営旭町アパート16戸が旧市役

所跡に完成しました。今年建てら

れた16戸分の総工費は約2，000万

円です。

この旧市役所跡には、今年度も

32戸を建てる計画で、ごれが完成

すると改良住宅30戸、公営住宅48

戸、合計78戸の高層アパート団地

となります。
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(
乙
乙
を
と
じ
て
く
だ
怠
い
)
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A 公営竹松住宅

竹松駅うらに改良住宅と並んで

ブロック平家建の市営住宅16戸が

できました。

この総工費は約1，200万円です。

‘改良竹松アパート 万先

竹松駅うらの住宅が非常にあぶ

ない状態になりましたので、その 交

代りとして、鉄筋ゴンクリート 4

階建のアパート24戸が完成しまし 大

た。総工費は約2，800万円です。
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一

道

路

や

こ

の

ほ

か

、

竹

松

今

津

線

一

排

水

施

設

を

整

備

の

舗

装

工

事

と

抗

出

津

排

水

一

H

土
木
行
政
H

路
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り

一
市
民
経
済
の
発
展
に
は
、
災
害
復
旧
で
は
、
四
十
一
年

一
ま
ず
道
路
や
排
水
施
設
の
整
災
害
の
変
配
川
ほ
か
二
カ
所

一
備
が
大
切
で
あ
り
ま
す
の
で
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
度
に
引
続
き
重
点
的
に
市
道
の
整
備
舗
装
は
、
国

一
整
備
し
て
ゆ
き
ま
す
。
体
関
連
事
業
を
優
先
的
に
考

一
ま
ず
今
年
度
は
、
都
市
計
え
て
行
な
い
、
五
カ
年
計
画

一
画
事
業
と
し
て
西
三
城
、
抗
に
基
ず
く
簡
易
な
舗
装
と
道

一
出
津
線
を
新
設
す
る
た
め
の
路
の
改
良
は
引
続
古
今
年
度

一
用
地
買
収
を
終
り
た
い
と
考
も
実
施

L
ま
す
。

一
え
ま
す
。
ま
た
、
佐
古
の
川
道
路
、
橋
、
公
園
の
維
持

一
下
水
路
の
整
備
も
引
続
き
実
に
つ
い
て
は
、
失
業
対
策
事

一

施

し

ま

す

。

業

と

相

ま

っ

て

対

率

的

に

行

一
交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
な
い
ま
す
。

一
し
て
、
市
道
で
は
乾
馬
場
線
県
工
事
と
し
て
、
大
村
鹿

一
の
歩
道
整
備
を
計
画
し
、
国
島
線
の
道
路
工
事
、
内
田
川

一
道
で
は
、
玖
島
中
学
校
、
竹
河
口
の
港
湾
工
事
な
ど
に
負

一
松
小
学
校
の
通
学
の
安
全
を
担
金
と
し
て
千
百
八
十
七
万

一
保
つ
た
め
の
施
設
の
整
備
に
二
千
円
を
支
出
す
る
こ
と
に

一
努

力

し

ま

す

。

し

て

い

ま

す

。

が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が

で
き
る
「
一
世
帯
一
住
宅
」

の
目
標
実
現
の
た
め
の
住
宅

建
設
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
今
年
度
は
、
こ
の

五
カ
年
計
画
を
積
極
的
に
利

用
し
て
‘
旧
市
役
所
跡
に
中

層
耐
火
横
造
四
階
建
三
十
二

健
康
で
文
化
的
な

住

宅

建

設

を

り

日
建
築
行
政
U

大村市政だよ

昭
和
四
十
一
年
に
住
宅
建

設
計
画
法
が
施
行
さ
れ
、
国

と
県
で
は
住
宅
建
設
五
カ
年

計
面
を
立
て
、
昭
和
四
十
五

年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
世
帯

住
宅
百
二
十
八
戸
を
建
設
す

る
上
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
改
良

住
宅
と
し
て
中
層
耐
火
横
造

四
階
建
十
六
戸
を
建
設
し
、

木
造
二
階
建
の
不
良
住
宅
八

百
六
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
を

取
除
き
ま
す
。
こ
の
取
除
い

た
跡
に
は
、
今
年
度
公
営
住

宅
第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
二

階
建
六
戸
、
平
家
建
五
戸
、

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家

建
十
戸
、
合
計
二
十
二
戸
の

建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
度
県
で
は
、
本
年
度
か
ら
上

よ
り
行
な
っ
て
い
る
竹
松
地
久
原
に
新
し
い
住
宅
団
地
約

区
の
住
宅
改
良
事
業
は
、
総
一
万
八
千
二
百
平
方
メ
!
ト

面
積
一
万
二
千
九
百
平
方
メ
ル
を
造
成
し
、
六
カ
年
計
画

I
ト
ル
で
不
良
住
宅
七
十
二
で
百
三
十
三
戸
を
建
設
す
る

戸
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
計
画
が
あ
り
、
本
年
度
は
第

に
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
に
F

二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

公
営
住
宅
五
十
八
戸
、
一
改
良
十
六
戸
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

戸
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
旧
市
役
所
跡
の

住
宅
建
設
は
本
年
度
が
最
終

年
度
で
、
こ
れ
が
で
き
あ
が

り
ま
す
と
改
良
住
宅
三
十
戸

公
営
住
宅
四
十
八
戸
、

・合
計

七
十
八
戸
の
本
市
初
め
て
の

高
層
ア
パ
ー
ト
団
地
が
で
き

あ
が
り
ま
す
。

事
業
別
の
計
画

昭和43年4月10日

① 

国

体

の

施

設

を

整

備

日
国
民
体
育
大
会
日

来
年
十
月
長
崎
県
で
行
な

わ
れ
る
第
二
十
四
回
国
民
体

育
大
会
で
は
、
大
村
市
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、

山
岳
の
三
種
目
が
行
な
わ
れ

ま
す
の
で
、
今
年
度
は
施
設

の
整
備
に
重
点
を
お
き
ま
す

リ
ハ
ー
サ
ル
行
事
と
し
て

全
日
本
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
と
、
全
九

州
高
等
学
校
体
育
大
会
が
大

村
市
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
大
会
を
通
じ
て
国
体
の

ム
!
ド
、
、
つ
く
り
を
行
な
い
、

市
民
運
動
の
推
進
を
は
か
り

国
体
が
円
滑
に
運
営
で
き
る

よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
本
年
度
か
ら
国
体

推
進
課
を
設
置
し
ま
す
。

公民舘活動のグルー

プ会員を幕集します

中央公民舘は、つぎの

ような公民舘活動を行な

っています。市民のみな

さん、すきなコースを選

んで参加しましょう。

申込の受付は、市民会

舘内の中央公民舘係かグ

ノレープ活動が開かれてい

る日に行なっています。

なお、くわしいことは

市民会舘内中央公民舘へ

おたずねください。

f郷土史研究会〉

b日時第2水曜日

午後 7時より

[>場所市民会舘

第3会議室

〔混声合唱ゲループ〉

b日時毎週月曜日

午後7時より

[>場所市民会舘

第1会議室

〔南画グループ〕

b日時第2第4木曜日

午後 7時より

じ>場所市民会舘

第3会議室

〔洋画グループ〕

b日時第1火曜日

午後 7時より

[>場所市民会舘

第3会議室

〔社交夕、ンスグループ〕

b日時毎週日曜日

午後1時より

b場所親和銀行

2階会議室

〔川柳愛好会〉

b日時第4土曜日

午後1時30分より

[>場所市民会舘

第 3会議室

〔菊のグループ〕

場所・時間など未定

¥ i 

/ 
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1 

お
し
ら
せ

固
定
資
産
税
を

忘
れ
ず
に

納
税
通
知
書
を
発
送

昭
和
四
十
三
年
度
国
定
資

産
税

(
土
地
、

家
屋
、
償
却

資
産
)
の
納
税
通
知
書
を
四

月
十
日
に
発
送
し
ま
し
た
。

受
け
取
ら
れ
ま
し
た
ら
納
税

者
名
や
税
額
を
よ
く
確
か
め

わ
か
ら
な
い

こ
と
は
課
税
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
と
し
か
ら
つ

ぎ

の
と
お
り
納
期
が
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

コ
i
ナ

l

さ
し
。

一
期
二
期
三
期
四
期

四
月
三
十
日

七
月
三
十
一
日

+
月
三
十
一
日

十
二
月
二
十
八
日

干

害

、

雪

害

を

う

け

た

中
小
企
業
者
へ
特
別
融

資県
は
干
害
、
雪
害
に
よ
り

被
害
を
う
け
た
中
小
企
業
者

に
対
し

て、

特
別
融
資
を
行

な
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
市
内
の
金
融
機
関

(農
協

犬の登録と予防注射
昭和43年度の犬の登録と第 1回目の狂

犬病予防注射をつぎの日程で行ないます

犬を飼っている方は必ず登録するように

いたし ましょう。

じ>対象犬 生後91日以上たっている犬は

全部

登録…… 1頭につき 300円

注射…… 1頭につき 210円

なお、登録会場にくる とき、犬は丈

夫な くさりか、ひもで引いてきて〈だ

さい。

登録と注射のすんだ犬には必ず鑑札を

つけて放し飼いをしないようにして飼

育してください。鑑札のついていない

犬は捕獲されます。

c>手数料

いを
。除

く

申
込
み
く
だ
さ

ム
融
資
限
度

百
万
円
以
内

ム
期
間

一
年
以
内

ム
利
率

金
利融
機
関
所
定
金

ム
保
証
料

日
歩
四
厘
以
内

ム
被
害
証
明

商
工
会
議
所

を
経
由
し
て
、
市
長
に

申
請
し
、
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

ム
受
付
期
間

四
月
三
十
日
ま
で

な
お、

く
わ
し
い

こ
と

は
市

の
商
工
観
光
課
か
商
工
会
議

所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
ト
を
払
下
げ

市
営
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
事
業
で
使
っ
て
い
た
ラ
ン

ナ
ー
ボ

i
ト
八
隻
を
つ
ぎ

の

と
お
り
払
下
げ
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
印
鑑
と
収
入
印
紙

二
十
円
を
持
っ
て
ご
参
集
く

だ
さ
い
。

マ
払
下
価
格

一
隻
H

三
千
五
百
円

マ
払
下
方
法

一
般
希
望
者
の
申
請
に
よ

っ
て
払
下
げ
ま
す
。
払
下

げ
は

一
人

一
隻
と
し
、
希

望
者
が
多
い
と
き
は
抽
せ

ん
し
ま
す
。

実施月日|実施場所 i実施時間

野岳湖ノイス停 9.30----10.0。
4.22 
東光寺公民舘前 10.30----11.0。
武留路公民舘 11.30-----12.0。
松原出張所 I13.3判 5.30

4.23 西大村出張所 9.30----15.30

4;24 竹松 出 張所 9.30---15.30 

4.25 福重出張所 9.30----14.00 

- r1130 4.26 池田 公 民舘 13.00-14.00
徴神堂 前 広場 14.30----15.30 

Z301大村保健 所 9川 5.00

b日程

幼児の事故 ! 

ちょっとの油断が i 
大事のもと

市
事
業
課

マ
払
下
場
所

マ
払
下
日
時

四
月
十
九
日

午
後

一
時
三
十
分

な
お
、
代
金
は
契
約
と
同

時
に
現
金
で
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す。

春
の
殉
国
者
慰
霊
祭

県
下
の
春
季
慰
霊
祭
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

な
お
参
列
さ
れ
る
方
に
は

遺
族
章
を
交
付
し
ま
ず
か
ら

地
区
遺
族
世
話
人
か
福
祉
事

務
所
ま
た
は
各
出
張
所
で
受

取

っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
日

時

四

月

二

十

二

日

午
前
十
時
三
十
分

県
護
国
神
社

(
長
崎
市
城
栄
町
)

マ
場
所

無
縁
墓
地
の
改
葬

マ
墓
地
所
在
地

兵
庫
県
伊
丹
市
岩
屋

岩
屋
墓
地
、
口
酒
井
墓
地

マ
届
出
先

伊
丹
市
役
所
衛
生
課

マ
届
出
期
日
四
月
二
十
六
日
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白河
国民健康保険と
職場健康保険の
加入と脱退

就職したり、退職した

りした場合は14日以内に
市役所の保険年金課か出

張所に届け出なければな

りません。届け出をしな

いと前の職場の保険税が

引き続き課税されたり、

療養の給付が受けられな

いことがありますのでご

注意ください。

〔国民健康保険からの脱
退〉

国民健康保険に加入し

ていた人が職場の健康保

険に加入したとき。(被

扶養者を含む〉

手続・・・職場の健康保険の

保険証(加入した旨の事

業所の証明でも可〉と国

民健康保険の保険証、印

鑑を持ってきてください

〔国民健康保険えの加入〉

退職、転職などにより

職場の薩康保険を脱退し

たり、被扶養者を除外さ

れたとき。(引き続き他

の職場の健康保険に加入

した場合を除く〉

手続・・・職場の健康保険を

脱退した旨の事業所の証

明と印鑑を持ってきてく

ださい。

はしかの流行期

これから 5月ごろにか

けて、はしかが流行しま

す。はしかは肺炎や中耳

炎などの合併症をおこし

やすいといわれます。流

行しはじめたら、かかり

つけの医師に相談すると

よいでしょう。

昭和43年4月10日

も
行
な
っ
て
い
る
。
る
郡
川
漁
業
協
同
組
合
が
あ
一

大
村
湾
東
部
漁
協
は
、
元
り
、
あ
ゆ
、
こ
い
な
ど
淡
水
一

来
、
一
本
釣
を
主
体
と
し
五
魚
の
増
殖
に
努
め
て
い
る
。

w

漁

業

協

同

組

合

昭

和

二

十

六

年

に

な

っ

て

島

、

平

戸

方

面

に

出

漁

し

、

組

合

員

H

百
名

大
村
市
の
漁
業
は
旧
藩
時
大
村
市
漁
業
会
は
解
散
し
、
タ
ィ
、
チ
ヌ
な
ど
を
水
揚
し
組
合
長
H

長
田
広
治
氏

代
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
大
村
市
漁
業
協
同
組
合
(
新
て
い
た
が
、
近
年
は
浅
海
漁

一

大
正
初
め
の
漁
業
戸
数
は
約
城
、
竹
松
、
松
原
)
と
大
村
業
に
変
り
、
の
り
、
わ
か
め

二
亘
戸
で
あ
っ
た
。
湾
東
部
漁
業
協
同
組
合
(
東
な
ま
こ
な
ど
の
養
殖
漁
業
に

昭
和
十
七
年
の
市
制
施
行
浦
、
三
浦
、
諌
早
真
津
山
)
な
り
つ
つ
あ
る
。

と
機
を
同
じ
く
し
て
、
三
浦
の
二
漁
協
と
な
っ
た
。
組
合
員
H

約
百
六
+
名

松
原
、
大
村
町
、
西
大
村
、
組
合
は
、
販
売
事
業
、
購
組
合
長
l
田
中
伊
作
氏

竹
松
の
各
漁
業
組
合
が
合
併
売
事
業
な
ど
を
行
な
い
、
共
大
村
市
漁
協
は
、
と
る
漁

し
て
大
村
漁
業
協
同
組
合
と
問
販
売
所
(
市
場
)
も
設
け
業
よ
り
つ
く
る
漁
業
を
推
進

し
て
発
足
し
た
。
て
お
り
、
水
産
物
の
価
格
保
し
て
お
り
、
真
珠
員
、
の
り

昭
和
十
九
年
九
月
に
大
村
持
の
た
め
県
外
へ
の
運
送
販
わ
か
め
、
て
ん
ぐ
さ
、
な
ま

市
漁
業
会
と
名
称
が
変
わ
り
売
も
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
養
殖
、
は
ま
ぐ
り
の
試

組
合
員
数
約
三
百
名
、
漁
業
こ
の
ほ
か
、
組
合
は
そ
れ

験
養
殖
も
行
な
っ
て
い
る
。

戸
数
は
専
業
百
三
十
八
戸
、
ぞ
れ
、
共
同
漁
業
権
と
区
画
組
合
員
日
二
百
六
十
名

兼
業
六
十
九
戸
、
漁
船
は
二
漁
業
権
を
持
ち
、
ボ
ラ
、
チ
組
合
長
日
中
島
要
作
氏

百
八
隻
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ヌ
、
サ
ヨ
リ
の
漁
獲
、
真
珠
こ
の
ほ
か
、
萱
瀬
ダ
ム
を

無
動
力
船
で
あ
っ
た
。
わ
か
め
、
の
り
な
ど
の
養
殖
含
む
郡
川
全
域
を
漁
場
と
す

⑧ 

写
真
H
新
城
港
の
漁
船
の
む
れ

清
和
閣
に
寄
付

(
敬
称
略
〕

ム
幸
町
松
永
利
堆
、
み
か

ん
五
キ
ロ
、
タ
マ
ゴ
十
四
個

清
酒
二
本
、
砂
糖
三
キ
ロ

ム
三
城
小
学
校
六
年
生
脇

山
大
輔
外
四
名
、
四
百
円

ム
西
大
村
婦
人
会
、
三
千
百

円
ム
中
央
婦
人
会
、
六
千

二
百
円
、
衣
類
七
点
ム
松

.

原
婦
人
会
、
三
千
二
百
円
、

お
こ
し
、
あ
め
四
キ
ロ
ム

赤
佐
古
老
人
ク
ラ
ブ
、
餅
六

キ
ロ
、
タ
オ
ル
九
本
ム
某

氏
、
雑
誌
三
十
七
冊
ム
水

田
子
供
会
、
七
百
三
十
六
円

餅
十
一
キ
ロ
ム
本
経
寺
、

餅
四
十
一
キ
ロ
ム
諏
訪
町

志
田
広
二
、
画
報
二
冊

ム

妙
宣
寺
立
正
同
心
会
、
餅
七

キ
ロ
、
み
か
ん
十
五
キ
ロ
、

キ
ャ
ラ
メ
ル
五
箱
(
大
)

ム
大
村
地
区
同
盟
、
座
ぶ
と

ん
三
十
一
枚
ム
某
氏
、
雑

誌
十
三
冊
ム
栄
町
岡
田
栄

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
提
供
(
清
和

園

1
市
民
会
舘
往
復
)
ム
大

村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
、

青
年
団
文
化
祭
招
待
ム
諏

訪
町
中
村
ス
ギ
子
、
同
佐
藤

ハ
ナ
エ
、
か
す
巻
八
キ
ロ

ム
長
崎
県
共
同
募
金
会
、
三

千
百
円

ム
古
町
住
宅
渡
辺

豊
太
、
老
友
新
聞
一
部
。

ち
り
か
ご
を
寄
贈

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

大
村
公
圏
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
|
。
と
鉄
製
の
く
ず

か
ご
十
個
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
市
は
、
さ
っ
そ
く
大
村

公
園
に
配
置
し
ま
し
た
。

/、


